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内モンゴルのＡ地域に対する環境再生に関する認識のズレ
The environmental reclamations considered from different perception of environment 
toward the A area of Inner Mongolia
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論旨：地球温暖化を解決するという国際的対策や中国国内の環境保護という政策の下に、
内モンゴルの破壊された草原で人工的植林面積が拡大しつつある。そのうち、沙漠産業開
発の基礎になる沙漠植林は最も環境再生の可能性が高いとして取り上げられてきた。しか
し、沙漠で木を植え環境再生しても、破壊された草原或いは沙漠周辺地域での植林に過ぎ
ない。そうはいっても、過去の破壊された環境を回復して、地場産業を開発することは、
貧困問題の解決にも関わるので、目の前の解決しなければならない問題である。ところが、
この破壊された環境の再生においては、植林だけを重視して植物多様性を無視している。
これは、環境再生が一方的植林になっている現状と言える。本論では、地球温暖化の影響
で降水量がどんどん減っている内モンゴルで、無思慮の大規模な植林活動を行なう事は、
この地域の環境及び地域住民の生活方式を無視しているものではないかと観点にたった研
究である。筆者は、決して植林の役割を否定しないが、適切な植林によって、現地の住民
の経験や意識を重視したよりよい環境再生の必要があると強調したい。
はじめに
　内モンゴルの環境破壊の問題が世界に知られるようになったのは、1990 年から頻繁に
襲うようになった黄砂のおかげかもしれない。しかし、この環境破壊問題は 1990 年代か
ら突然起こったことではない。なぜなら、1960 年代初期、すでに深刻な環境破壊が起き
たところもあるからだ。ただし、このような破壊された地域の規模は小さく、被害が現地
の住民に限られたため、多くの人達には注目されなかった。そうした、内モンゴルの環境
破壊について、多くの場合、過剰放牧・過剰開墾・濫伐採・政策の間違いが普遍的な原因
として取り上げられる場合が多い。これらに対する環境保護対策については、「禁牧」「退
墾還林」「退牧還草」「植林」など様々な政策が実施されている。ところが、これらの普遍
的な環境破壊の原因及び対策があらゆる所で通用するとは限らない事実がある。
　内モンゴルの A 地域は、1958 年の大規模な開墾により、わずか２・３年間で沙漠化し
たところである。この地域の環境再生運動は 1976 年から始まり、1990 年代になると、日
本の植林 NPO の支援を受けるようになってきた。それをきっかけとして、日本と中国の
観光ボランティア・企業・NPO 団体・学生などが数多くＡ地域の植林に参加してきた。
こうした、何十年もの緑化運動により、Ａ地域の環境は根本的に変化してきたと言える。
筆者は、環境再生運動のすべてを否定するつもりはない。途上国の地場産業開発における
環境保護であれ、環境再生であれ、持続可能な環境保護・環境再生は必要であると考える。
　本論では、世界的な環境保護の一環としての植林運動の下、内モンゴルのＡ地域の破壊
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された環境がどのように再生されているかを考察する。そして、学問的に「沙漠」「沙漠化」
という概念について、為政者や開発当事者、あるいは NPO 等の援助者達といった事務担
当者においても、かなり曖昧に使われていることを考察し、とりわけ地元住民の認識とは
大きくかけ離れたものであることを指摘する。また、同時に、乾燥地域であるＡ地域の植
林産業の構造を分析する。
　さらに、今までこの植林運動に参加してきた方々へのインタビュー調査や文献資料から、
当事者のこの植林に対する評価を纏め、植林における問題点を述べる。Ａ地域の環境再生
の検証作業はまだ不十分なもので、今後さらなる調査研究で補完していかねばならない。
一　内モンゴルの沙漠化現状と人口植林の増加
　内モンゴルの領土面積は 118.3 万 km2 である。それに対して、「1999 年までの統計資料
によると内モンゴルの総人口は 2361.92 万人、そのうち、農村人は 1394.06 万人で、全人
口の 59％を占める。また、農村の相対貧困人口比率は 14.8％である」（国家環境保護総局
華北巻 2006：101‒199）。この地域の土地面積と人口の割合との関係から、中国の南部地
域や自然に恵まれている日本と比べると、人口割合がかなり少ないと言えるだろう。その
理由としては、乾燥草原の気候があまりに厳しいため、この地域で農業を始めるとすると
生産力が低いため人口の保持力が小さいというより、実際この地域で農業が広がる環境条
件がないからだ。
　「20 世紀 80 年代中後期まで、内モンゴルの風食された土地面積は 7435 万 hm2 で、自治
区総面積の 64.57％を占める。今日までこのような沙漠化が絶えず拡大し、固定砂丘の移
動面積は 365 万 hm2 に達成した。した。一方、水土流失、塩漬化、沙漠化などによる土
地の退化の状況も著しく、沙漠化した面積は 550 万 hm2、平均毎年 42.31 万 hm2 のスピー
ドで拡大している。それらの環境破壊による黄砂の回数が絶えず増えている。1993～2000 
年、内モンゴルの中西地区では 23 回黄砂が起こった。そのうち、1998 年では 6 回、2000 
年では 12 回起こり、暦時黄砂の経済損失は 27 億人民元に達成したと推定できる」（国家
環境保護総局華北巻 2006：101‒199）。この沙漠化に対抗するために行われてきた植林運
動により、近年では緑がある程度増えてきた事も事実である。信頼すべき資料は少ないの
であまり定かではないが、2006 年 3 月 12 日の新化网内モンゴルチャンネルの報道では、
「内モンゴルの森林面積 3.1 億ムー、人口植林面積は 8,500 万ムーに達し、両方とも全国
一になり、森林面積は 17.57％増加し好転した」と発表されている。
二　植林という環境保護の背景
・先進国の植林援助背景：
　周知のように、地球温暖化により干害・洪水・沙漠化による黄沙・酸性雨などの被害は
地球規模で広がっている。ところが、この地球温室効果ガスの排出は年々増加している。
「2010 年の排出予測を見ると、先進国全体で約 10％、経済移行国を除く先進国全体で
17％増加することになっている。（中略）1995 年ベルリンで開催された COP1 は、地球温
室効果ガスの排出量を減らす初の世界的会議だが、その後の COP3 においては、具体的
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新規植林及び再植林によって地球温室効果ガスを減らす方法の実施が決められた。その際
植林の可能性が低い国では、他の国への「グリーン開発メカニズム（CDM）（共同実施　
JI）、（排出権取引　ET）」など制度を導入した。」1
　その結果先進国から途上国への植林援助という環境保護が活性化し、資金・技術などの
提供が行われ、環境 NPO の資金提供も受けられるようになった。
　悪く言えば、これは先進各国が、経済成長の制限消費減による問題解決の意識がなく、
便法として、植林が取り上げられることになってきたとも言えるだろう。経済が急速に発
展している中国はこうした取り決めの制約は受けてはいないが、独自の立場から、植林に
よる環境保護を国家・国民の任務として位置づけ実施するようになってきた。
・中国における植林
　中国の植林は秦朝から始まった。秦始皇が道傍に植林することを命令した記録があり、
歴代王朝も植林を重視した記録がある。近代においては、1915 年、孫忠山氏は“清明日”
を“植樹日”とすることとした。1929 年孫忠山氏の逝去した 3 月 12 日もまた“植樹日”
となった経過もある。新中国の成立後、大躍進時代の大失敗もあったが、その後植林運動
はしばしば行われた。そして 1981 年 12 月 31 日中国の第五届人民代表大会四次会議で“全
民植林ボランティア運動の決議”が可決され、全民植林ボランティアに参加しようと呼び
かけられた」。そして、今日まで、植林は国民の義務になっている。
・内モンゴル自治区植林義務
　“内モンゴル自治区全民義務植樹実施細則”では、「内モンゴル自治区内に住む男 11～
60 歳、女 11～55 歳までの住民は、植林適齢公民として、一人毎年３～５本植林すること、
もしくは、相当労働量の他の緑化活動に参加すること」を公民の義務と決めてある。また
「労働力の喪失者や植林条件がない単位は、緑化費を払わなければならない。都市・鎮の
適齢である公民は、一人毎年５～８元（人民元）、農村・牧畜区の適齢公民は一人毎年１
～３元（人民元）を払わなければならない。牧畜区のガチャ（行政単位）以下の単位は、
自分達の状況に応じて植林を行う。」2 とされた。
　また、1995 年内モンゴル自治区環境保護局がつくられ、101 県（旗）で 54ヶ所の地域
環境局が作られた。1994 年内モンゴル自治区政府は、《深化改革造林緑化歩調を速める決
定》を策定し、1997 年《山区沙区の生態建設歩調を速める決定》を決定した。さらに、
三北プロジェクト・平原緑化プロジェクト・天然林保護プロジェクトなど植林プロジェク
トを実施した。（国家環境保護総局華北巻 2006：101‒199）
　こうした背景の中で、筆者の対象とした地域でも植林緑化が行われるようになってきた。
ここで A 地域の例を紹介しよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　
1 （http://www.jccca.org/content/view/364/600/　2008 年 7 月 9 日）
2 （http://www.nmg.gov.cn/pages/200545/20054519825499.htm　2008 年 7 月 9 日）
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三　Ａ地域の環境破壊と再生
１．A地域概要と開発・環境破壊
・Ａ地域の概要　
　土壌：沙質草原であり、一回開墾すると、最初の一年目は収穫がよいが、二年目から収
穫が減少し、沙漠化してしまう。しかし雨量が多い年は、沙漠が見えなくなるような草原
に戻るのがこの地域なのである。
　気候：大陸ステップ気候で、乾燥、風の強い日が多く、寒さと暑さの変化が激しい。平
均気温は７℃、最高気温は 40.2℃、最低気温は－34.5℃、年平均降水量は 240～360mm で
ある。
　開発と環境という立場から考えると、Ａ地域の開発は二つの段階に分けられる。一段階
は、1958 年から始まったものである。当時、国の食糧問題や大量移民の食糧問題を解決
するために、Ａ地域を食糧生産地として開墾した。その開墾により、わずか、２・３年間
でこの地域が全体的に沙漠化され、砂丘もでき、同時にここにあった野生動物もいなくな
り、環境が破壊されてしまった。
　さらに、この地域の隣の沙漠が拡大し、生産活動が行われていた一部の土地も沙漠に埋
Ａ地域の開発歴史と土地利用方法の変化（図１）
年代 人口 地場産業 利用方法 生態状況
1958 年以前
1940 年 半 ば ま で 50・60
世帯のモンゴル人がいた。
戦争のため、他のところ
へ移住し、1958 年までは
８世帯が暮らしていた
牧畜 牧草地 牛が入っても見えないほ
どの草原で、何百種類の
植物とたくさんの野生動
物があった
1958 年後
移住政策により人口急増 農業・牧畜 農 地（ 大
部）・牧草
地
わずか２・３年間で沙漠
化し、砂丘もできた
1970 年代
100 世帯以上の農民が他
のところへ移住
放棄 自然の力と 1977 年から
の植林によるある程度の
環境回復ができた
1970 年代末期
～
1989 年
企業の請け負ったところ
で８世帯の牧民と近所に
牧民・農民が何世帯も暮
らしていた
牧畜 牧草地 牛を飼えるほどの草が回
復した
1989 年～
夏は企業の従業員を含め
500 人ぐらい（観光客を
含めない）雇用されてい
る。常住人口 100 人近く
ヤギ・ブド
ウ・観光・
鉱 水・ 植
林・植草・
漢方薬
沙 漠 と し
て利用
請け負った土地の 90％
が緑化された。しかし、
緑の沙漠の問題が起きて
いる
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められてしまった。そして、70 年代になると 100 世帯以上の農民が他のところへ移住す
るしかなかったと言われている。また、文化革命時、牧民も黄河のところで農業をやらさ
れた。結局、この地域は、一時的に廃棄された土地となった。その一方、1976 年からの
緑化活動も行われ、そのため、Ａ地域には休息時間、あるいは自然回復の機会が与えられた。
　そして、文化革命が終わった後、牧民達が再びこの地域に戻り、放牧生活をしていた。
ただちに過去のような植生・野生動物・人間が共存できた環境に戻ることはできなかった。
それは、自然の回復力のすばらしさの証明と同時に、自然が一度破壊されたら、前と全く
同じになるのは不可能であることを示している。
　この地域の二回目の開発は、1989 から始まったものである。それは、企業が原料不足
の問題を解決するため、Ａ地域をカシミヤ産地に吸収した。同時に、日本の植林 NPO の
支援を受けるようになった。現在、この地域の 90％以上が緑化され、沙漠産業開発が行
われている。
　そもそもこの周辺地域でも最も優良な牧草地だった A 地域は、現在ではなんと A 沙漠
と呼ばれるようになってきた。以下は、この地域に対する様々な定義と理解を分析する。
２．Ａ地域の定義と緑化をめぐる異なる認識
　Ａ地域の二回目の開発は、沙漠を緑化して、産業を興すという開発だった。Ａ地域の緑
化については、現地の人達の考えや思いは「よそ者」（鬼頭：1998：44）と様々な面で違
うように見られる。
　まず、環境破壊の理由について、現地の人は過去の経験から、開墾のため沙漠化したと
指摘している。一方、あらゆる新聞記事・報道では、過剰放牧・過剰開墾のため、沙漠に
異なる主体のＡ地域に対する認識と緑化方法（図２）
アクター
環境破壊
の原因
環境破壊の理
由
環境定義
環境定義の理
由
緑化方法
緑化方法の理
由
アウトサイ
ダ ー（ 企
業 ・
NPO・ ボ
ランティア）
過剰放牧・
過剰開墾
内モンゴルの
草原破壊の主
な原因はどこ
でも同じと捉
えている
沙漠 降水量の少な
さを基準に認
識（平均降水
量 250mm）
植林 二酸化炭素を
吸収し・沙漠
を資源として
利用できる
現 地 の 住
民（牧民・
農民）
過剰開墾 1958 年 の 大
躍進時の大量
農民の移住政
策により、大
規模な開墾が
行われ、わず
か２・３年間
で植生が破壊
された
牧草地 企業が入る前
は、牧民の牧
草地だった
自 然 に 任
せる・ある
程 度 の 植
林は必要
降水量が多い
年、草がよく
生えるところ
である。植林
により、良く
なったところ
は確かにある
が、適当に植
林する必要が
ある
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なったと書かれており、アウトサイダー達も同じような考え方を持っている。これは、環
境破壊の理由が、どこでも同じように認識されているからだ。しかし、実際この地域は、
過剰放牧前に過剰開墾により破壊されたものである。また、この地域で牧民達の家畜以外
ほかの野生動物もたくさんいた歴史にも注意したい。
　次に、この地域の定義についてであるが、牧民達の「牧草地」として現地の人達が考え
ていることに対して、「よそ者」が「沙漠」と考えていることである。この同じ地域環境
に対する認識の違いがなぜ起きているか、理論的に考察する必要がある。
　学問的にも、沙漠範囲を決める条件は、学者によってそれぞれ違うものである。例えば、
地理学では、降水量と蒸発量に基づいて決めるが、学者の地表植生に対する認識の違いと、
植生が年降水量ではなく気候とも関係があるため、いまだに統一した概念がない。（赤木
2005：1‒30）一方、乾燥地域で沙漠の範囲を決めるには難しい事情もある。乾燥地域の降
水量は不安定で、旱魃が起こると植生がほとんど生えない場合もある。さらに、地下水位
が高いところでは、降水量が少ない年にも関わらず植生が良いところもある。そのような
環境の地域性があるため、普遍的な概念を定義するのは難しい。
　他方、実際の開発現場では、「よそ者」が降水量だけで沙漠と判断し、現地の事情をし
ばしば無視する場合が多い。非常に簡単な事例を取り上げると、例えば、同じ場所に旱魃
の年に訪れた人が沙漠と定義してしまう時もあれば、降水量が多い年に訪れた人が草原と
定義する場合もあると考えられる。以下は、そのＡ地域での認識のズレを分析する。
・現地の住民の見方：
　現地の人々は「こっちは決して沙漠ではない、雨が降ると様々な植物が生え、花も咲き、
とてもきれいよ」と言う。確かに、企業が入る前、現地の牧民達は、ここで放牧生活をし
ていた。当時、牛を飼えるほどの草があって、牧民達は、今のように家畜の冬と春を過ご
すための飼料や草を準備する必要がなかったし、夜放牧する必要もなかった。もちろん夏
にも関わらず家畜に草を切って食べさせる必要もなかった。彼らは、長年の経験から、雨
量によって、この地域の植生被覆率が違うと言っている。また、彼らの記憶では、1958
年以前は、牛が入っても見えない草原だったところ、80 年代末期まで自由に放牧できた
ところであり、彼らにとっては、あくまでも牧草地である。
　また、60・70 歳の人達の記憶の中の「沙漠」というものが現在われわれの見ている沙
漠と全く違う環境だった。まず、現地の人たちから見ると過去のマンハというところでは、
低地の所でたくさん植物が生え、家畜の好きな植物がたくさん生えるところだった。この
ようなところは、地下水位が高く、指で掘っても水が出るところだった。そういう意味で、
我々の今言っている「沙漠」を「破壊された沙漠」と、当時の「沙漠化」したところがもっ
と進化していると言っても過言ではない。
・「よそ者」の見方：
　「よそ者」が、「私達が来る前には何もなかった」と強調する場合が多い。これは、「よ
そ者」がこの地域の環境特徴および気候を知らないということもある。また、「何もない」
というのは主観的なことである。例えば、自然に恵まれている日本人が、木や草があまり
生えてないところを「何もない」と考える場合があるのは当たり前のことである。さらに、
彼らは、現地の人達と違って、どこが草原、どこが沙漠周辺地域・どこが本当の沙漠とい
う限界を知らず、さらには、どのぐらい破壊されたのかということを知らない部分もある。
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　この地域の緑化方針においても現地の人と「よそ者」の間で、意見が異なっている。植
林により現地の牧民達の牧草地が減少し、家畜もあっちこっち自由に行くことができなく
なった。もちろん、この地域の開発によって、放牧をやめ、サービス業を始めた人もいる
が、主な収入を相変わらず家畜に頼っている人達もまだ残っている。彼らは防風林を作っ
て、牧草地を作ることを望んでいる。また、植林による被害も現地で実際起きているので
ある。このことについては、後段の聞き取り調査を参考資料として添付する。一方、「よ
そ者」は、現地の事情を無視し、地球環境あるいは国全体の利益から、植林しようとして
いる。何よりも、企業にとって植草より植林の方は利益があるからだ。
３．沙漠緑化の場所
　この沙漠緑化については、多くの人達は疑問なく、何もないまばらなところを緑化して
いると考えている。ところが、実際は、そうではなく、破壊された乾燥地の植生を回復・
再生させることを示している（吉川・山中・大手：2004：163）。特に、内モンゴルの場合、
砂沙漠（中国語で沙漠）で植林しているが、ほとんどの場合は、砂地や沙漠の周辺地域で
植林しているのに過ぎない。しかも、過去最も優良な牧草地だった草原が破壊された後、
ほとんど植林対象地になっている。例えば、ホリチン沙地・モオス沙地・フリンベル沙地・
フブチ沙漠などがある。しかし、なぜこれらのところが植林対象になっているのか。
　まず、これらの地域はそもそも最も優良な牧草地だった。このようなところは、砂沙漠
に属し、農学から見れば、農業も、植林もできるところである。
　また、植林すれば、水がなければならない。これらの地域は沙漠化したにもかかわらず、
地下水位が高く、木を植えれば、注水しなくても生える場所が多い。また、沼・季節川も
ある地域である。
・Ａ地域の緑化とその構造
・国内緑化対策
　1976 年 A 地域で沙漠コントロール・センターが設立された。従業員は、A 地域の従属
郷の各大隊から一人の農民を選び出し派遣された 13 人の農民から構成された。彼らの仕
事は、沙漠化したＡ地域で植えられた木や草などの管理をすることである。当時の植林の
やり方としては、地域政府から各大隊に植林任務を与え、大隊の農民達が集中的に植林し
ていた。また、この沙漠をコントロールするため投資した資金は、1976 年 4 万人民元・
1977 は 4 万人民元・1978 年 1.8 万人民元・1979 年４万人民元である。当時の記録による
と A 地域の利用できる牧草地は 18 万ムー、人工寧条（潅木）8 万ムーであると書かれて
いる。
　また、この地域は企業に吸収された後にも、国家からの植林投資も続けてきた。それは、
1998 年 302 万人民元、1999 年 229.8 万人民元に達成した。
・日本の植林 NPO の支援
　内モンゴルにおける外国からの環境 NPO 組織は、1991 年の遠山氏の作った「沙漠緑化
実践協会」から、筆者の数えた限り今日まで少なくても 32 団体まで増えている。このよ
うな援助活動が全地域（市・盟レベル）で広がっており、人口植林面積増加に大きな役割
を果たしていると言っても過言ではない。
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　A 地域で活動する植林 NPO X の活動が日本の多くの人々に知られることにより、他の
植林 NPO 団体・観光ボランティア・学校・企業などから資金的・人的支援がこれまで以
上に寄せられるようになってきた。A 地域で日本の植林 NPO は日本の葛やリンゴ・ブド
ウ・桜・杏などを試みたことがあるが、ブドウの栽培は成功し、現地の沙漠産業の一つに
なっている。また、この地域で幼稚園（現在は存在しない）も作られ、小学校への援助も
試みられ、現地エリート層の養成などにも働きかけが行われたこともある。
　しかし、このＡ地域の植林産業は他の地域と違って、この地域の独自性がある。以下は、
この地域の植林構造を分析する。
・Ａ地域の植林構造　
　まず、この地域の土地使用権を企業が所有しているため、あらゆる植林活動は企業の下
で行われる。企業が植林場所を提供する。
　次に、植林資金は、主に日本からの助成金や中国政府の投資に頼っている。
　日本の NPO の資金は、主に助成金・会員費などに頼っており、この助成金を企業に渡
して、植林している。この助成金の使い方として、一本木を植えれば、企業に 7 人民元を
支払う。企業は、一本木を植えるに当たり、2 元で現地の経験がある何世帯かの農民に請
負制で任せる。こうした植林を請け負った農民が、他の農民を日給 40～50 元で雇用して
植林する。
　一方、中国政府の植林投資は日本の投資の半分以下である。一本木を植えれば、１～２
元であり、使い方としては日本の助成金と同じである。そのため、企業にとっても、請負
した農民にとっても、日本からの投資が多ければ多いほど良いものである。現地の農民は
確かに参加していたが、彼らはあくまでも雇用される形で参加している。
　第三に、日本の NPO の植林ツアーに参加している植林ボランティア・NPO、また、中
国国内のボランティアに参加する人々が数多くいるが、彼らの植林場所を企業が紹介し、
企業のホテル・レストランを使わせることで、その使用料を得ている。
　以上のように、Ａ地域の植林産業は、植林投資及び植林ツアーにより生まれるものであ
る。乾燥地だったＡ地域で、植えた木を切って、産業を興す自然環境がないばかりではな
く、いったん木を植えると、この木が国家のモノになるので、企業が自由に切ったり・売っ
たりできないからだ。もちろん、Ａ地域の植林産業は利益が高い産業ではないが、沙漠産
業という産業開発の基礎的なものである。
四　植林参加者の語り
　今日環境破壊は誰でも感じられ、知ることができるようなってきた。環境を保護しよう
と考えている人々がたくさんあらわれるなかで、実際その活動に組んでいる人々も少なく
ない。ところが、環境保護政策や運動は実際どのような結果をもたらしているのか。この
環境保護という運動に人々がどのような形で参加しているのか。そして、彼らの感じてい
る問題とは何か。これらの問題を現地で行った聞き取り調査から分析し、また、これから
の可能性を模索して見る。
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・語り手
　以下では、Ａ地域で植林している日本人や中国人の NPO・ボランティアの人・現地の
人々の聞き取り調査を取り上げることで、植林の現状・植林の問題・経験などを明らかに
したい。
　まず、Ａさん・Ｂさん・Ｃさん・Ｄさん・Ｙさんの植林に参加したきっかけ及び植林を
続けている理由を取り上げることにしたい。また、彼らの植林した時の環境に対する疑問
を取り上げることにする。さらに、現地の植林経験があるＸさん・Ｚさんの話から、中国
国内・日本の植林ＮＰＯに対する評価を取り上げる。
　ここで登場するＡさんは、若い時ドイツに留学したことがあり、帰国後日本の企業でエ
ンジニアとして働いてきた。現在、日本の第九条を守るグループで活躍している。彼は、
Ａ地域で一番最初に植林した支援者の一人である。
　Ｂさんは、美容師の仕事をしていた。現在、内モンゴルの植林スタッフになり、毎年半
分以上内モンゴルにいる。天気が寒くなり、植林の仕事が終わると日本に戻り、バイトを
して、年金や次の年に植林活動するお金を貯めている。また、五人の学校に行けない子供
達を援助し、学校へ行かせている。
　Ｃさんは、植林に対する興味がなく、現地で友達と遊ぶのが興味の中心である。退職後、
毎年内モンゴルで植林することになり、現在植林スタッフになっている。
　Ｄさんは、1992 年植林 NPO に入り、毎年内モンゴルで植林することになったが、病気
のため、日本へ戻ってきた。長年の植林の経験でいろいろな知識を持っている。
　ＸさんとＺさんは、現地の農民で、長年植林した経験がある。
　Ｙさんは、現地の農民で、現在Ａ地域の建築をやっているが、Ａ地域の開発によって、
現地で裕福になった農民のひとりである。
・植林したきっかけ
　毎年日本から多くの人達が内モンゴルの植林ツアーに参加している。彼は、ＮＰＯの呼
びかけであったり、知り合い・親戚の紹介で現地を知り、旅行しながらの植林ツアーに参
加する場合が多い。これが、個人のボランティア・企業の社会貢献など様々な形で行われ
ている。
Ａさん：
　※：ボランティアをしたきっかけは何ですか？
　Ａ： 僕は、57 歳時、後３年で何をやるかなと思った時、頭の中に出たのは、20 代の頃
僕が読んだ本の中の、アルベルト・シュバイツアの本だった。この方の本を読んで、
あぁーよし僕も自分の将来、アルベルトさんを真似したい、世界の平和のために何
かしたい。だけど僕にはできるわけない。ある日「朝日新聞」で○○氏の書いた小
さな記事を読みました。その文章を読んだ時、あぁーそうだ、○○氏のおっしゃっ
た、世界の平和のために黄河の周辺で植林を実行しようということは、僕の夢と同
じだ。○○氏の考えたのは何かと言うと、中国の黄河に大量の砂が入っているでしょ
う。この黄河の水を日本の川のように綺麗にしたいという夢だった。そして、僕は
退職前に植林をすることを決めたんです。それで定年退職時、もうこれから自分の
夢を実現できると嬉しかった。しかし、会社から反対されて 60 歳にやめてはダメ
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だと言われた。
　※：なぜですか？
　Ａ： 僕の場合はエンジニアですからね。「後 5 年間働いてください」と会社に言われた。
だけどあの時僕が、後 5 年間会社で働けば、足腰が動かないようになっちゃうでしょ
う。ボランティアをするなら元気でするべきと思って、ここでやめさせて下さいと
言った。それで、60 歳できちんと仕事をやめて、植林に入って、その時会員は全
国でまだ 60 人しかいなかった。
　※：退職金で植林をしたんですか。
　Ａ： 最初は 1 回植林に行けば 30 万円ぐらい使った。僕は 30 万円が無いから、（日本に）
帰ってきてから、バイトをした。夜の 21 時から朝の 6 時まで、1 時間に 1100 円、
これを僕は 1 年間続けた。
　※：なぜ再び植林を続けたんですか。
　Ａ： 私たちは植えた木が順調に成長することを日本から祈りますよ、自分の子供みたい
に成長することを望んでいます。そして、植えた木が大きくなっているかどうかを
確認するため、また見に行きますから。でもその後、腰が痛くなってからやめまし
た。
　※：現地の人たちと交流するチャンスがありましたか？
　Ａ： 最初はあんまり無かったけど、後は水をやってくれたり、遊牧民のヤギが入ってこ
れないように管理してくれた。だから、あそこにいる人たちも少しお金は入ってき
たと思う。彼らも助かったと思うよ。
　※： 現地の貧困の農民は本当に助かったと言っていますね。Ａ地域で植林をしている人
たちはほとんど種や化学肥料も買えない貧しい農民ですよ。
　Ａ： そうそう、そういうことは僕達も希望したんだ。僕達が払ったお金で農村の人たち
が肥料を買ったり、種を買ったり、そしてその農業でできたものを売ればお金が入
るんではないかと考えました。今度、子供たちを学校へ行かせてほしいわけ。当時
学校があっても学校へ行く 80 円のお金が払えませんでしたからね。当時子供たち
の半分以上は学校に行っていませんでした。先生達に「学生がどのぐらいいますか」
と聞くと「100 人ぐらいはいるけど、実際来ている子供たちは 50 人ぐらい」と答
えてくれた。僕達は日本から鉛筆やノートなどいろいろなものを持ってきました。
僕達は校長先生に持ってきたものをあげました。
　※： そうですね、このことについて面白い話がありましたよ。１人の日本へ見学に来た
子供が、「当時私たちは何もわかりませんでした。子供も先生達も皆が日本人から
何でもいいからお土産をもらうことを狙っていました」って言ったことがあります。
　Ａ： そうでしよう。当時スパーの袋を見てびっくりして、「袋ください、袋ください」
と言ってました。
　※： あの子供は日本へ来た意味が今でもあまりわからないけど、ただ覚えているのは日
本のホテルにあった大きなテレビに驚いていました。今までそんな大きなテレビを
見たことがありません。当時、日本人の大人からも、子供からもプレゼントをほし
いと言っていました。
　Ａ： 今言われたことは、僕達は戦争が終わった時と同じだったね。戦争が終わって何も
137
内モンゴルのＡ地域に対する環境再生に関する認識のズレ（アラタン）
ありません。僕は学校に入っても爆撃で何も無いでしょう。家へ帰っても食べ物が
無いでしょう。僕は 5 人家族で 1 日このぐらいの食べ物しかもらえません。そうし
て僕が食べないで弟や妹に食べさしてね、そういう時だったから、アメリカの兵隊
が来ると、何をくれるだろうと、くれるのはチューインガムとかね、菓子とかね。
そうしてその英語を一所懸命勉強してね、チョコレートとかもらったことがありま
す。その時の僕達と同じなんですよ。だから若い日本人はわからないけれども、僕
と一緒に行った人はほとんど年配の人だから、40・50 年前のことと一緒だなと思
いました。だから、その人たちの気持ちを良くわかるけどさ。だから、来年来る時
シャツなどたくさん持ってくるからねと言ってね。そうして、行く時は旅行バック
に皆にあげる品物ばかり、たくさんのシャツなどを持って行きました。そして帰る
とき自分の着た服も洗濯して、これも挙げるよって、自分の着ている一枚だけが残っ
て、あと全部あげてきた。　　　　　　　　　　　　　　
　※：そうしたら帰る時には持っているものは何も無いってことですね。
　Ａ： そう。だから今の人たちが考えると物をもらうのは楽しいと言うけど、僕達が考え
たのは、そうだな、あの頃の日本人と同じだなと思いました。
　Ａさんは、65 歳まで働ける有利な条件を捨て、自分の若い頃の世界平和のため何かを
やるという夢を実現するため植林ボランティアに参加した。当時、植林する現地まで行く
道路がなく、現地の設備も良くなかった。彼がバイトで貯めたお金で植林し、現地の子供
達の教育にもいろいろ懸念しながら、何年間か植林を続けた。植えた木が彼にとって、自
分の子供みたいに感じで、毎年見に行くのが、彼の楽しみだった。
Ｂさん：
　※：なぜ内モンゴルで植林しようと思ったんですか。
　Ｂ： ボランティアに参加しようかなと前から思っていました。僕は、美容師だったです。
お金を儲けるためにたくさんのお客をと接しました。そのお客の中に、内モンゴル
で植林したことがある人がいました。その人から植林の話を聞き、植林ツアーに参
加しました。ところで、現地に入って、現地の人達と交流しているうちに、学校に
も行けない子供達がいることがわかりました。僕が日本に戻ってから、自分の家族
や友達に、学校へ行けない子供達を援助したい、助けたいと自分の気持ちを伝えま
した。そして、彼らからの応援を頂きました。そして、あの子達のため、次の年は
半年植林に行きました。でも、毎年休みを取って、植林するのは他の人に迷惑をか
けるから、3 年目で仕事を辞めて、植林に専念して、今まで来たんです。現在は、
5 人の子供達を学校へ行かせています。
　Ｂさんは、若いながらも、日本での仕事をやめ、植林スタッフになったが、彼がお金を
儲けるより、地球のためにも、困っている人達のためにも、植林活動を続けている。この
きっかけは、１人のお客の紹介だった。
Ｃさん：
　※：ここで植林したきっかけは何ですか。
　Ｃ： 1999 年に友達に植林ツアーで、沙漠植林に行きましょうと誘われました。僕は植
林に興味はないです。でもモンゴルはどんなところかなと見に行きました。それは
内モンゴルの通寮のクレヤ旗だった。オヨンちゃんの森に行ったわけ。そこで 2 泊
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3 日くらい過ごしました。昼は植林して、夜はいろいろ遊びに出て、そこの人たち
と酒を飲んで友達ができました。公安の人たちとか学校の先生とか。5 年ぐらいし
たらまた来るよと言って別れ、退職した後、2005 年にまた行きました。当時現地
の人たちが貧乏で、学校も貧乏で、紙も買えないと聞きました。紙がないから買え
ないか、あるいは紙があるけど買うお金がないか知りませんでした。そして日本か
らいろんな物を送っていました。私は中国を好きなの。旅行はすきで。日本は大体
行きました。日本で旅行すればたくさんお金を取られますよ。だから、どっか、中
国へ行きたかった。寒いのは嫌いだけど、南の方へ行きたかったんです。それはい
ろいろ探したけど、見つかりませんでした。これで、思いついたのはあのオヨンちゃ
んの森でした。現地のスタッフがいるから行きました。
　Ｃさんは、旅行がすきで、モンゴルを見るために植林に参加した。友達と退職後また来
ると約束して、毎年来るようになった。自分は植林に興味がないが、現地で友達を作るの
は楽しいと言っている。
Ｄさん：
　※：植林したきっかけはなんですか。
　Ｄさん：○○さんに植林に行きましょうと誘われた。
　※： モンゴル人が乾燥した環境を守るためにあちこち移住しなければならない遊牧生活
をしてきたと思いますが、Ｄさんはどう思いますか。
　Ｄ： 遊牧業についてはわからないです。しかし、私が思うにその理由の一つとしては、
砂丘の移動により沙漠になると思います。
　※：何のためにここで植林していますか。現地の人のためですか。
　Ｄ： 現地の人のことは考えてないです。日本の周りの海は、魚をたくさん取るために中
国から綺麗な水が流れないと鮭などを取れない。足草が水を綺麗にする。また、地
球全体を綺麗にするため、地球に恩返ししたいためです。森林の中にいる人間は丈
夫になります。植林することは楽しいです。自分が死んでも植えた木が残りますか
ら。
　Ｄさんは、知り合いに誘われ植林に参加したが、現地のためではなく日本のため植林し
ていると言っているが、植林の楽しさを感じ、十何年間現地で植林活動を続けてきた。
Ｙさん：
　※：環境保護のために植林に参加したのですか。
　Ｙ： 僕が農民で、Ａ地域で植樹をしたのは、単純にお金のためでした。当時、春農業が
始まると、種子と化学肥料を飼うお金がなく、貧困だったんです。ここで木を植え
る人を募集していると聞き、私達が植林に来ました。その時ここで１日植樹すれば
30 元ぐらいもらえました。私達はほんとに助かりましたよ。しかも、夏でも木を
植えるからまたここに来て植樹して、化学肥料を買うお金をもらいました。
　Ｙさんは、Ａ地域の近いところに住んでいる数多くの貧困農民の一人だった。環境保護
において、現地の人達に参加してもらうことが重要と人々が強調する場合が多い。実際、
彼らも自分の住んでいるところの環境がどんどん悪化していることを、「よそ者」よりし
みじみ感じている。ところが、彼らはあまり貧困で、環境保護より、目の前のことしか注
意を払えないという根本的な事情がある。貧困と環境問題を同時に解決するのは、非常に
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難しいことと感じざるを得ない。
　以上のように、Ａ地域で植林した人は、それぞれのきっかけで、植林ツアーに参加し、
様々な目的で植林活動を行っている。Ａさんは、自分の若い頃の夢を実現するため植林に
参加しているが、Ｂさんのお金を儲ける夢から、植林ツアーを通じて、困っている人達を
助けたいと思い、仕事を辞め、長期滞在して植林を続けるようになった。Ｃさんは、植林
に興味がなくても、現地で友達ができ、毎年植林することになった。Ｄさんは、日本のた
めに植林しているがと言っているが、日本の環境を守るために日本国内ではなく、外国で
も植林する必要があると考えている。一方、現地の農民のＹさんは、日本のボランティア
の人達や環境問題・夢などに興味がなく、種と化学肥料を買うわずかなお金がなく、植林
活動に参加している。ここには、先進国と途上国の人々の間の格差があり、植林を通じて
環境問題を解決できるかどうかについて大きな課題が残る。
　他方、植林ツアーに何回も参加した人達が必ず出会うのは、貧困のため学校へ行けない
子供達である。現地の貧困の状況をしみじみと感じ、自分ができる限り助けてあげたいと
考えている人も少なくない。彼らが、自分の古い服・子供の学習用品から子供の教育まで
携わっている。
・彼らの疑問：
　ボランティアの人々の現地に対する知識は、植林ツアーを集め配置している NPO によ
るものである。
　Ａ： やっぱり雨ね、僕達が行く前によく雨が降っていたみたい。だんだん雨が降らなく
なったらしい。
　A 地域の○○沙で植林したが、半分ぐらい枯れてしまった。ウサギやカミキリムシが
来ているけど、水がなくなってしまった。このカミキリムシはギンセンにたくさんいた。
カミキリムシは木の中にいる害虫、ポプラという木は中が柔らかいので、中に入っちゃう。
だからこの○○沙を終わりにして、他のところで植林を始めました。
　Ｃ： 植林隊の人とオルドスのジンギスハン陵に行きました。バスに乗って、ここから出
るとずっと草が生えています。こっちからジンギスハン陵までずっと草が生えてい
ます。沙漠はありません。それで、ジンギスハン陵もたぶん沙漠だったんだろう、
けどもう草が生えていました。後帰るときほかの道から帰ってきたけどずっと緑の
草原でした。「草原じゃない」と彼ら（案内者）が言うけど、全部草が生えていたよ。
なぜ、ここだけが沙漠なのかと。だからこれは、日本人が植林をするために草が生
えさせないように置いてあるかなと。私が悪い考え方を持っています。
　以下は、インタビューの資料ではないが、内モンゴルで植林した学生達の感想文献を紹
介する。
　 　「初めてそこに訪れた時に驚いたことは、紫色のかわいい花が辺り一面で広がってい
たことだった。今まで緑化センターの方々によって植えられた障子松とポプラだけでな
く、人の手で植えられたものではない、自然があった。前日の雨水をふくんだ姿は、と
ても綺麗だった。けれどもその翌日に、私達は大きくなろうとしている障子松を守るた
め、周りに生えているその花を取り除いた。植物達は、植えられたり引っこ抜かれたり
切られたり。人は本当に勝手だ。なんだか何とも言えない気持ちで草の根っこを抜いた。」
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（拓殖大学アジア研究会：V0L. 2：40）
　　「私達は調査を二日間・除草を二日間・そして植林作業を二日間行いました」
　 　「沙漠は自分が想像していたのとまったく違って驚いた。（中略）沙漠に花が咲いてい
たし、チョウチョやバッタ・カエルなどがいた。本当にここが沙漠かと思うほどだった。
植林活動はまず、初めの二日間スコップで除草作業をした。雑草の根が硬く深かったの
で大変だった。人間が植えた松や自然に生えた雑草はどちらも植物なのに一方は抜かれ、
もう一方は大切にされていた。私は人間の身勝手さを感じた。」（拓殖大学アジア研究会：
V0L. 2：38）
　植林ボランティアの人達は、現地の環境をほとんど知らない。彼らが全く何もない沙漠
へ植林に行ったと思ったら、木がなくても、自然に緑化したところもある。植えた木を育
てるため、あるいは植えるため、このような自然に緑化したところの草を除草する場合も
ある。彼らはこのようなやり方について疑問を持っている。そのうち、Ｃさんは、他の所
が全部緑の草原になっているのに、彼の植林しているところだけが沙漠になっていること
について、日本人が植林する場所―沙漠をわざわざ作っているかもしれないと疑問を
持っている。また、大学生達の文章に書かれたように、彼らも、勝手に木を植えているの
ではないかと感じている。
　以上のように、彼らは、内モンゴルの十年のうち九年が旱魃になる当地の環境を知らな
いだけではなく、彼らの植林しているところも雨量によって一年間で自然に緑化してしま
うことがあるということも知らないのである。そしてさらに、彼らが木を植えに内モンゴ
ルまで行ったのに、なぜ植林ではなく除草という仕事をやらされているかの原因までも知
らないのである。植林 NPO も企業も、環境保護という植林の結果を、助成金を提供者・
投資者あるいはボランティアの参加者に報告する必要がある。それが、植林による環境回
復したものではなく、植えられた木の成長率だったのである。そして、木の成長率を保障
するため、他の植物を除草しているのである。
・現地の住民からの評価
　中国政府の緑化政策や NPO の植林援助の下、Ａ地域で何十年も植林に携わっている
人々がいるが、彼らは、この何十年の植林という緑化活動をどう見ているのか。以下、そ
れぞれ中国国内の植林対策、NPO の植林援助に対して、彼らの思いを見よう。
・現地住民の中国国内の植林に対する思い
　Ａ地域の環境再生のため、飛播・草方格・洪水などの方法を使っている。そのうち、飛
播という方法は、省力ではなく大面積の土地を一回で緑化できるメリットがある。また、
現地の農民のオリジナルの緑化方法もある。ところが、環境再生というのは、ただの方法
の問題ではなく、苗木の種類の選択・植林地の選び方・植林時期などにも関わるのである。
　※：Ａ地域でどのような植林方法を使ってますか。
　Ｘ： 現在沙漠で飛播（飛行機で種を埋める）をやっていますが、この方法は成功してい
ません。この地域は旱魃が多いだけではなく、風も強いので、この地域の気候や環
境がわからなければ、緑化することは難しい。この緑化の任務は、私達現地の人が
適任かと思います。私達はまず、草方格を作って、沙漠の表面を固定します。表面
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を固定すれば、自然の草が自然に生えてきます。というのも、沙漠の中には沙蒿、
沙柳、沙米、楊柴など植物の種がたくさん入っていますので。先に草方格を作って、
緑化すれば、緑化の確率は 100％に達成すると思います。国家がたくさんの資金を
投資して、飛行機で種を蒔いています。しかし、たくさんお金をかけているわりに
は、効果があまりありません。この地域で、枝を植えれば、半月で根が出るはずで
す。飛行機で種を蒔けば芽が出るのは遅く、何ヶ月後かには根を張れますが、ばら
ばらで生えてしまいます。隙間なくびっしりと並んで稠密であれば、地表を固定で
きますが、ばらばらでは沙漠の表面が固定されません。たとえ芽が出ても、風が強
いときには死んでしまいます。飛行機で緑化するやり方は南の雨量が多い地域では
何とかなるかもしれません。しかし、北方地方は雨量が少なく、風も強いので、こ
のようなやり方は客観的に見て間違っています。たくさんの資金を浪費しているだ
けです。
　　　 　やっぱり、洪水で沙漠を緑化する私たちの方法ならばもっと適合的なやり方で、
かなり早く緑化することができます。300 流量の洪水を溜めたのちに澄ませてしま
えば、１回 2000 ムー雨土地を作れます。500 流量の洪水なら、もっと大きな規模
で緑化できます。
　※：皆、Ｘさんと同じこの方法を知っていますか。
　Ｘ： 私はそんなに詳しく知りませんけど、具体的に仕事を長年の間やってきているので、
そうした性質についてはわかっています。例えば、過去、上の機関から来た水利エ
ンジニア達は、「正装」という方法を使っていました。僕は、洪水が高いとこから
流れてくるとき、低いところから西へ「倒装」の方法を使います。洪水の中にある
水は、40％～50％しかありません。「倒装方法」さえ使えば、洪水を閉じておけます。
しかし、「正装」の方法を使えば、流せば流すほど水の勢いが強くなって、洪水を
コントロールできなくなります。第一のダムが壊れ、第二ダムに来るときもっと強
くなり、ダムが壊れ、続けて第三のダムも壊れてゆきます。しかし、私は「倒装」
の方法で何千万ムーの土地を改良しました。
　※：ここで植えた木はほとんどポプラですけど、単純植林の問題がないでしょうか。
　Ｘ： ５月になると、○○ところのポプラの林は、カミキリムシに食べられ、死んだしまっ
た木みたいになります。Ａ地域は、防虫対策が不足しているので、害虫の被害は広
がっています。なぜならば、5 月になると、そこら辺の木に、カミキリムシが糸か
らぶらさがっています。最初は一部のところで繁殖し、後から蔓延してゆきます。
今は、ポプラは多いので、植林の結果は良いとはいえません。将来の方針として、
混植する必要があります。
　※： この間、私が植林したところに行きましたが、植えられた植林の中に、木がない場
所がけっこうありましたが、あれはわざわざ残した場所かあるいは植えた木が死ん
でしまった場所ですか。
　Ｘ：あの一部は、草や農産物を植えるため、残したところもありますよ。
　※： しかし、このような場所の植生の方が、植林したところよりも良いと感じられるも
のもありました。
　Ｘ：それは、そもそも植林によって良い環境になったからでしょう。
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　※：しかし、今年は雨量が去年より多いからではないのですか。
　Ｘ： そうそう。雨によって確かに今年はよくなったこともあります。ところで、木がな
い場所は、草が良く生えるし、家畜の利用率も高いです。木がある場所は、木が栄
養を吸うから、草が弱くなります。将来、植林より草を植える方がいいですよ。
　※：木を植えるのは草を植えるより簡単ですか。
　Ｘ： 簡単と言えるけど、木の病虫害は確かに多いです。草を植えれば病虫害が少ないと
いう良い点があります。実は、草を植えればメリットが多いのです。
　※：現在は、人々はやはり植林を重視しているということですか。
　Ｘ： 現在は、確かに植林を人々は重視しています。ただし、植林を重視すると言っても、
日本人がポプラや柳などを植林するよう要求しているだけです。また、国家からの
植林の任務も決まっています。さらに地元でも植林が重視されています。もちろん、
草を植えることも重視されてはいますが、結局、植草より植林の方が重視されてい
るのです。
　※：人々の意識も問題ですか。
　Ｘ：そう、意識の問題ですよ。
　※：植林すれば、国家の補助金は植草の場合よりも多いですね。
　Ｘ： そうそう、植草にくれるお金が少ないのです。それに、地元でも重視されないので、
植林という一方的な環境対策になっちゃいます。
　※：木を切って売れませんか。
　Ｘ： 売ってお金をもらえるけど、病虫害が多いし伐採も多いから難しいですね。ただし、
やはり植林より植草のほうがいいと私は思います。現在は、一方的な政策になって
います。
　Ｘさんは、中国の他の地域で成功した飛播という方法が、Ａ地域で適合的ではない、無
駄な資金を使っていると強調している。同時に、彼の長年の経験からできた最も適切と考
えている方法が使われてない。一方、植林活動において、木を植えることだけを目指し、
木の種類の選択の不備があるだけでなく、植草の方がメリットがあるにも関わらず、勝手
に植林していることがあると強調している。
・現地の人の日本植林NPOに対する評価
　※： Ａ地域の環境再生には、日本人が大きな役割を果たしていると思いますが、Ｚさん
は、どう思いますか。
　Ｚ： その通りです。しかし、日本人は、植林しても農業をしてもいまいちですね。最初
の何年間は、植林しても季節を無視して植えるからよく失敗していました。木に水
をやり、冬を過ぎたら死んでしまい植林の死亡率が高かったんです。また、ポプラ
が好きらしい、ポプラ林に地下水をいっぱい使えばよくないです。日本人の植林も
農産物の産量もわたしたちより低い。日本人は最初大規模な植林をしたが、今は大
規模な植林を放棄し、中国人に任せています。何年か前は、私とモン氏は日本の植
林事業を請負いました。それで、活着率は、90％～100％を達成しました。ところで、
彼らの植林も最近は良くなってきました。場所の選び方や、季節の選び方はずいぶ
んよくなってきました。例えば、旅行区では、季節に合わせて植林しましたけど、
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場所の選び方で失敗たてので、植えた木が死んでしまいました。
　　　 　一方、日本人はＡ地域の気候・降水量・植林の結果などについて詳しくデータを
持っていますが、われわれに教えてくれません。
　※：Ａ地域の植林において日本人の投資が中国人より多いですか。
　Ｚ： そう、植林に対する投資は日本人が多いです。他方、沙漠開発については、中国側
の投資が日本よりも何倍にもなっている、というのが現状です。
　※：このＡ地域ですか。
　Ｚ： そう、最近では、日本からの投資も少なくなりました。長期植林するスタッフが何
人かいるだけです。大面積で植林しなくなりました。旅行団体が来て、小規模でやっ
ているだけです。少しずつ減少しています。
　日本は世界でも科学的に優れた技術を持っている。しかし、地域ごとの環境が違うため、
いくら優れた技術も、他の所へそのままもって行けば、必ずしも成功するということはな
い。さらには、現地の人達に誤解される危険がある。また、無駄な資金・労力を浪費する
ことも避けられない。Ｚさんは、日本の植林 NPO の失敗から成功した部分を述べ、技術
的にはやっぱり現地の人から学ぶ必要があることを強調している。もちろん、日本からの
援助がなければ大規模な環境再生運動ができないことも指摘しているが。
　以上のように、Ａ地域の環境再生において、具体的に植林をしている、Ｘさん・Ｚさん
は、それぞれ日本と中国の植林の問題点を強調した。日本の NPO と中国側の植林は以下
のような共通点が見られる。まず、現地の住民の知識及び現地の環境を無視していること
である。また、両方とも木だけを植えれば緑化できるという考え方を持って、木の種類の
無思慮な選択や一方的に木を植えている傾向があると強調している。
・現地から学ぶこと・わかること　
　植林ボランティアの参加者は、それぞれ様々な背景や目的を持っている。しかし、この
植林という現場では彼らは同じ目的で働き、この活動を通じて、いろいろことがわかるよ
うになる。
　Ａ： 僕は中国に木を植えたということ以上にすごいメリットがあったと思いますよ。何
かといえば、行った人の世界を見る道徳的な目、日本だけでしているよりも沙漠に
行ってみて、樹を植えてみて、やっぱり世界を見る目が、世界観念、それから自分
達が何をしなければならないかという意識、目的とか、生きるための目的がはっき
りしますよね。特に学校の先生ね、今まで、何をすればいいのかと分からないと思
いながら学校の先生をやった人たちもいます。だから、帰る時に、よし日本に帰っ
たらこういうことをしたい、ああいうこともしたい、子供達にこういうことを教え
てあげたい。それと、あそこに行って皆が仲良くなり、木を植えて環境をよくしよ
う、中国という国を立派な国にしてあげたいと。植林という目的が同じだから、皆
が団結できました。
　Ａ： 沙漠に行った人は、帰るときは何かを考えて戻るのよ。コンビニもない、自動販売
機も無い、そういうところで、夜になると星が綺麗でしょう。特に一番変わったの
は学校の先生。結局、なぜ変わったのかと言うと、自分が教育していって壁にぶつ
かって、どうしたらいいかわからなくて、帰るとき気持ちがすっきりなってね、だ
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から何かが、自然というものがなんだろう。自然から学ぶことがたくさんあります。
樹を植えると人間性が変わりますよ。人間というのはただお金だけを貯めて、自分
のやりたいことをやるというもんじゃないからね。20、30 万を使って植林をする
のはもったいないかもしれないけど、自分がそれだけ進歩するということはお金で
買えないと思う。
　Ｂ： 現地の人の優しさ、頑張っている姿、頑張っている姿は一番伝わってくるね。頑張
らなきゃと思うことがたくさんあるよ。例えば、日本にいたらお金さえあれば何で
もすぐ手に入るよ。こっちだったら、ここで生活したら、日本と違うでしょう。例
えば、日本ではどこでも自動販売機があるし、どこにでも道具があるし、食べ物も
たくさんあるし、品物もたくさんそろってあるし。もちろん、ここでもそうだけど、
でも日本はすぐ手に入れるし。それで無駄に捨てちゃったりとか、大事にする心を
忘れているよ。日本で生活すると。そう思いませんか。学校で勉強することだって、
例えば、小学校とか中学校とか義務教育でしょう。だから、俺は勉強嫌いだったか
ら、仕方なく学校へ行ったから。遊びの方が好きだったからさ。ここの子も遊びを
すきだろうさ、特に向こうへ行って、学校へ行きたくても行けない子がいたからね。
その子達が学校へ行けるになったらすごく眼の色が変わって勉強するよ。何でも教
えて教えてと言うんだ。そういうことを見ていて、自分がそうじゃなかったから。
そういう姿を見ていて、よかったなと思ったし、そんなに一生懸命頑張っているん
だなと思うと、俺その時何をやっていたんだろうと、もういまさら遅いけどね。そ
のころは戻って来ないからさ。だから、今からできることしかできないね。その頃
のことを思うし、日本で当たり前に時間が過ぎていく、ここでも時間が当たり前に
過ぎていくんだけど。こっちは日本と比べるとここはなんにもないと言っても過言
ではないでしょう。日本の何でもある世界で育っている連中、日本と同じように過
ごしている連中と比べたらこっちの人たちは何もないから一生懸命やっているよ。
それは言いすぎかな、言いすぎでもないかな。日本にいると何にも考え付けないこ
とはここにいると考えつける。日本にいたらもう明日でいいとことは、ここにいた
ら今日じゃないとダメと考える。もちろんここの人たちの中でも、もう明日でいい
と思う人もいると思う。どうなんだろう。そう思ったことがある。だから、頑張ら
なきゃと、ここの人たちの頑張っている姿を見て、思い出したこともたくさんあっ
たし、昔はそうだったかなと思うこともあるし。話はうまく伝えられないけど、そ
う思うことがたくさんあった。今の話でわかってくれたかな。
　　　 　僕が以前植林していたところでは、牧民達が草を植えている。この間、このＡ地
域から近いところの沙漠に行ったが、あそこでは、現地の人達が、自分自身で植草
をしている。あれを見て、環境再生には、植草もいいと思うようになってきた。こ
れから、ただの植林ではなく、草を植えていくかなと考えている。
　Ｄ： 先生から、植林するには、草を抜くことを勉強した。日本のブトウ・杏・桜・ジャ
ガイモなど何でも作ってみた。失敗するか成功するかわからないから、まずやって
みる。日本の考え方でほとんど失敗した。今は仕事は中国人に任せています。
　まず、Ａさんは、自分自身や一緒に植林した若者達が、植林することを通じて世界観が
大きく変わり、自分の生きる目的がはっきりしたと強調し、これが、お金で買えない勉強
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になると言っていた。また、Ｂさんは、現地の貧困と日本での生活のあまりの便利さに驚
いたが、現地の人が貧困でも一所懸命頑張っている姿を見て、価値観が大きく変わった。
しかも、自分がなんでもある日本で、勉強を嫌いだったことに後悔している様子もある。
さらに、人間の略奪的生産が何をもたらすかがはっきり見え、人間が自然と共存しなけれ
ばならないと、強く感じている。一方、植林において、現地の農民達から学ぶことがたく
さんあることも強く感じている。
　内モンゴルの環境再生は国家から重視されているだけではなく、外国や外国ＮＰＯ・ボ
ランティアの人達の支援まで受けている。これはこれでうれしことだが、多くの場合、現
地の状況をあまり知らないで行われる場合が多いのである。
結論
　内モンゴルの気候の特徴から見れば、10 年のうち 9 年程度は「旱魃」が起こるところ
なのである。「旱魃」というと何か異常なことだと思われるかも知れないが、それは多雨
地帯の住人の捉え方であって、この地域の住民にとっては、普通の自然環境なのである。
過去にはこのような気候の状況に適応した、遊牧という生産方式が行われていたのである。
現在植林を行った地域は、雨量により植物が被われる面積が大きく異なる。しかもそもそ
もそこは雨量が多いときは植物が自然に生えて、沙漠も見えなくなる。これは自然の力で
回復できる場所と言える。もちろん、自然の力で回復できない場所が確かにあり、このよ
うなところは人間の力で回復させることは必要であるが、限度を超えるとＡ地域のような
過剰植林の問題が起こる。
　Ａ地域の環境再生の選択肢としては、このような場所を沙漠と認識して植林し、都市な
どその他の地域の環境保全のための保障地帯とするか、無理を通してあくまでも農地にす
るのか、あるいは原因はどうであれ破壊された草原と認識して、草原へ回復させるか、い
くつかの選択肢があるだろう。また、植林して農地にするという欲張った選択肢をとるこ
とには、もともとこの地域が農地開発により破壊されたのだという認識がないのではない
かと筆者は考える。そうして植林してみても、農民も牧民も「木」の意味に対する文化的
認識が低い、あるいは彼らの根本的な生活にかかわるのは木ではなく牧草地になる草原な
であるために、せっかく植えた木を大切に保護しなくなる傾向が否めない。Ａ地域の環境
回復には、大量の資金と人力を使ってきた。また、この植林に参加した現地の人であれ、
NPO の人であれ、すでに様々な経験を持っている人々は、今のまま植林してはいけない
との認識を持っている。ここから、今までの環境再生の方針を新たに検討し、お互いに交
流して、これからの活動を決める必要があるのではないだろうか。
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